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「
飯
塚
庸
盟
の
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

川
口
○
一

飯
塚
庸
盟
遺
愛
碑

安
藤
直
行

安
井
朝
康

成
瀬
清

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

西
直
吉

明
治
三
三
・
一
九
○
○

朝
日
町

薬
林
寺

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
樋
爪
村
で
寺
子
屋
師
匠
、
小
学
校
助
教
と
し
て
多
く
の
子
弟

の
教
育
に
携
わ
っ
た
飯
塚
庸
盟
の
頌
徳
碑
で
あ
る
。
筆
子
塚
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額
（
篆
書
体
）

○
写
真
３
「
碑
記
」
部
分
（
楷
書
体
）

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

●
題
額飯塚庸盟遺愛碑
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●
碑
記

飯
塚
庸
盟
遺
愛
碑

楜
四
位
男
爵
安
藤
□
行
篆
額

康
盟
飯
塚
翁
既
歿
之
十
年
門
人
故
舊
胥
謀
將
不
朽
其
徳
嘱
予
敍
之
猗
嗟

翁
特
草
莽
一
民
耳
問
其
軄
□
助
教
也
問
其
俸
則
不
出
十
金
而
門
人
故
舊

之
惓
惓
弗
汁
諼
者
是
其
故
何
也
悟
不
朽
者
徳
也
苟
有
徳
焉
則
□
至
千
百

世
可
也
予
聞
翁
為
人
温
恭
謙
和
淡
於
名
利
而
厚
扵
故
舊
其
接
子
弟
善
誘

不
倦
為
一
郷
秣
推
服
歿
而
十
年
遺
愛
在
人
比
諸
卋
秣
謂
大
官
富
商
其
生

也
顯
榮
其
亜
也
無
聞
者
何
啻
霄
壌
君
子
成
人
之
美
若
翁
者
其
可
無
傳
乎

乃
系
之
以
状
曰
翁
姓
飯
塚
名
金
太
郎
庸
盟
其
芸
也
武
蔵
北
足
立
郡
樋
爪

村
人
家
世
業
農
幼
而
志
趣
不
同
群
兒
既
長
楜
小
堤
春
盟
學
文
學
書
法
業

成
開
塾
教
徒
遠
近
来
學
者
數
百
人
朙
治
五
年
令
天
下
興
郷
學
翁
以
撰
補

助
教
在
軄
十
餘
年
恪
勤
如
一
日
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
歿
宴
年
六
十

五
□
于
藥
林
寺
先
塋
之
次
長
男
秀
太
郎
嗣
家
建
碑
之
擧
發
其
端
者
曰
山

億
源
太
郎
曰
白
根
三
蔵
皆
翁
之
徒
也
可
謂
亦
不
負
秣
學
矣

明
治
庚
子
五
月

安
井
朝
康
撰

成
瀬

清
書

西
□
□
鎸

＊
異
体
字
等

○
楜

從
。

○
□

直
。

○
軄

職
。

○
□

則
。

○
汁

能
。

○
悟

蓋
。

○
□

雖
。

○
扵

於
。

○
秣

所
。

○
卋

世
。

○
亜

死
。

○
芸

號
。

○
朙

明
。

○
宴

享
。

○
□

葬
。

○
億

崎
。

○
鎸

鐫
。

（
背
面
）

＊
門
人
姓
名
（
略
）

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

飯
塚
庸
盟
遺
愛
碑

◎
碑
記

飯
塚
庸
盟
遺
愛
碑
。

從
四
位
男
爵
安
藤
直
行
篆
額
。

康
盟
飯
塚
翁
、
既
歿
之
十
年
。

門
人
故
舊
胥
謀
、
將
不
朽
其
德
、
嘱
予
敍
之
。

猗
嗟
、
翁
、
特
草
莽
一
民
耳
。
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問
其
職
、
則
助
教
也
。

問
其
俸
、
則
不
出
十
金
。

而
門
人
故
舊
之
惓
惓
弗
能
諼
者
、
是
其
故
何
也
。

蓋
不
朽
者
德
也
。

苟
有
德
焉
、
則
雖
至
千
百
世
、
可
也
。

予
聞
、
翁
爲
人
温
恭
謙
和
、
淡
於
名
利
、
而
厚
於
故
舊
。

其
接
子
弟
、
善
誘
不
倦
。

爲
一
郷
所
推
服
。

歿
而
十
年
、
遺
愛
在
人
。

比
諸
世
所
謂
大
官
富
商
其
生
也
。
顯
榮
其
死
也
。

無
聞
者
何
啻
霄
壌
君
子
成
人
之
美
、
若
翁
者
其
可
無
傳
乎
。

乃
系
之
以
状
、
曰
、

翁
姓
飯
塚
、
名
金
太
郎
、
庸
盟
其
號
也
。

武
蔵
北
足
立
郡
樋
爪
村
人
。

家
世
業
農
。

幼
而
志
趣
不
同
群
兒
。

既
長
、
從
小
堤
春
盟
、
學
文
學
書
法
。

業
成
、
開
塾
教
徒
、
遠
近
來
學
者
、
數
百
人
。

明
治
五
年
令
天
下
、
興
郷
學
。

翁
以
撰
補
助
教
。

在
職
十
餘
年
、
恪
勤
如
一
日
。

二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
歿
。
享
年
六
十
五
。
葬
于
藥
林
寺
先
塋
之
次
。

長
男
秀
太
郎
、
嗣
家
。

建
碑
之
擧
、
發
其
端
者
、
曰
山
崎
源
太
郎
、
曰
白
根
三
蔵
。

皆
翁
之
徒
也
。

可
謂
亦
不
負
所
學
矣
。

明
治
庚
子
五
月

安
井
朝
康
撰
。

成
瀬
清
書
。

西
直
□
鐫
。

●
訓
訳

飯
塚
庸
盟
遺
愛
の
碑
。

從
四
位
男
爵
安
藤
直
行
篆
額
。

庸
盟
飯
塚
翁
、
既
に
歿
し
て
十
年
な
り
。

門
人
故
舊
胥
に
謀
り
、
將
に
其
の
德
を
不
朽
に
せ
ん
と
し
、
予
に
囑
し
て
之
を
敍
せ
し
む
。

と
も

猗
嗟
、
翁
、
特
だ
に
草
莽
の
一
民
の
み
。

あ

あ

た

其
の
職
を
問
は
ば
、
則
ち
助
教
な
り
。

其
の
俸
を
問
は
ば
、
則
ち
十
金
を
出
で
ず
。

而
し
て
門
人
故
舊
の
惓
惓
と
し
て
諼
る
能
は
ざ
る
は
、
是
れ
其
の
故
は
何
ぞ
や
。

わ
す

蓋
し
不
朽
な
る
者
は
、
德
な
り
。
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苟
く
も
德
有
ら
ば
、
則
ち
千
百
世
に
至
る
と
雖
も
、
可
な
り
。

予
、
聞
く
、
翁
は
人
と
な
り
温
恭
謙
和
な
り
。

名
利
に
淡
く
し
て
、
故
舊
に
厚
し
。

其
の
子
弟
に
接
し
て
、
善
く
誘
ひ
て
倦
ま
ず
。

う

た
め
に
一
郷
の
推
服
す
る
所
と
な
る
、
と
。

歿
し
て
十
年
、
遺
愛
人
に
在
り
。

諸
を
世
の
所
謂
る
大
官
富
商
の
其
の
生
く
る
や
顯
榮
な
る
に
、
其
の
死
す
る
や
聞
す
る
無
き
者
に
比
ぶ
る

こ
れ

い

は

ゆ

に
、
何
に
啻
だ
霄
壌
の
み
な
ら
ん
や
。

君
子
成
人
之
美
の
翁
の
若
き
者
、
其
れ
傳
ふ
る
こ
と
無
か
る
べ
け
ん
や
。

乃
ち
之
を
系
く
る
に
状
を
以
て
し
て
、
曰
く
、

翁
、
姓
は
飯
塚
、
名
は
金
太
郎
、
庸
盟
は
其
の
號
な
り
。

武
蔵
北
足
立
郡
樋
爪
村
の
人
。

家
、
世
々
農
を
業
と
す
。

幼
く
し
て
、
志
趣
群
兒
に
同
じ
か
ら
ず

既
に
長
じ
て
、
小
堤
春
盟
に
從
ひ
て
、
文
學
書
法
を
學
ぶ
。

業
成
り
、
塾
を
開
き
て
徒
に
教
ふ
。

遠
近
來
り
學
ぶ
者
、
數
百
人
な
り
。

明
治
五
年
、
天
下
に
令
し
て
、
郷
學
を
興
さ
し
む
。

翁
、
撰
を
以
て
助
教
に
補
せ
ら
る
。

職
に
在
る
こ
と
十
餘
年
、
恪
勤
一
日
の
如
し
。

か
つ
き
ん

二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
、
歿
す
。
享
年
六
十
五
。
藥
林
寺
先
塋
の
次
に
葬
ら
る
。

長
男
秀
太
郎
、
家
を
嗣
ぐ
。

建
碑
の
擧
、
其
の
端
を
發
す
る
者
は
、
曰
く
山
崎
源
太
郎
、
曰
く
白
根
三
蔵
な
り
。

皆
に
翁
の
徒
な
り
。

と
も亦

た
學
ぶ
所
に
負
か
ず
と
謂
ふ
べ
し
。

そ
む

明
治
庚
子
五
月
、

安
井
朝
康
撰
す
。

成
瀬
清
書
す
。

西
直
□
鐫
す
、

●
人
物

○
飯
塚
庸
盟

文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
か
ら
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
。

○
安
藤
直
行

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
か
ら
明
治
四
十
一
（
一
九
○
八
）
年
。
紀
伊
田
辺
藩
十
七
大
藩

主
。
家
督
相
続
後
ま
も
な
く
廃
藩
置
県
と
な
り
、
知
藩
事
を
つ
と
め
た
。
明
治
十
七
年
に
華
族
に
列
し
、

同
三
十
年
に
貴
族
院
議
員
と
な
る
。
同
三
十
年
に
、
日
露
戦
争
の
功
に
よ
り
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章
。

○
小
堤
春
盟

寛
政
二
（
一
七
九
○
）
年
か
ら
万
延
元
（
一
八
六
○
）
年
、
幼
名
清
吉
、
号
蓮
泉
堂
春
盟
、

通
称
作
右
衛
門
。
谷
古
田
領
苗
塚
村
の
人
。
名
主
の
家
柄
で
、
早
く
か
ら
八
条
領
西
袋
村
の
小
沢
豊
功
の

寺
子
屋
尚
古
堂
に
学
び
、
の
ち
江
戸
の
蓮
池
堂
渡
辺
文
盟
に
書
法
を
学
ぶ
。
故
郷
へ
帰
り
、
苗
塚
村
名
主

・
谷
古
田
領
寄
場
組
合
大
惣
代
を
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
屋
敷
内
に
手
習
所
を
設
け
て
多
く
の
子
弟
に
教
授

し
た
。

○
山
崎
源
太
郎
、
白
根
三
蔵
、
成
瀬
清
、
西
直
□

不
詳
。
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○
安
井
朝
康

安
井
小
太
郎
（
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
か
ら
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
。
名
は
朝
康
、

号
は
朴
堂
。
安
井
息
軒
の
外
孫
。
一
八
八
二
年
、
東
京
大
学
の
古
典
講
習
科
国
書
課
に
入
学
。
一
八
八
六

年
、
東
京
大
学
を
卒
業
す
る
と
、
学
習
院
の
助
教
授
に
任
官
さ
れ
、
の
ち
教
授
と
な
る
。
漢
詩
文
集
に
「
朴

堂
遺
稿
」
が
あ
る
が
、
本
碑
文
は
未
収
録
。

●
注

○
遺
愛

死
後
に
残
さ
れ
た
仁
愛
の
徳
。

○
猗
嗟

詠
嘆
し
て
発
す
る
声
。

○
草
莽

民
間
、
在
野
。

○
助
教

郷
学
に
お
け
る
教
員
で
、
教
授
の
補
佐
的
存
在
。

○
故
舊

以
前
か
ら
の
知
人
、
旧
友
。

○
惓
惓

忘
れ
が
た
い
さ
ま
。

○
温
恭

穏
や
か
で
慎
み
深
い
さ
ま
。

○
謙
和

控
え
め
で
お
と
な
し
い
さ
ま
。

○
推
服

尊
敬
し
て
服
従
す
る
。

○
大
官

官
位
の
高
い
人
。

○
霄
壌

天
と
地
。
天
地
ほ
ど
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
。

○
成
人

学
問
と
道
徳
と
を
兼
ね
備
え
た
完
璧
な
人
物
。「
論
語
」
憲
問
篇
。

○
樋
爪
村

現
、
川
口
市
南
東
部
の
朝
日
町
元
町
を
含
む
。

○
志
趣

こ
こ
ろ
ば
せ
、
意
気
。

○
文
學

学
問
。
こ
こ
で
は
漢
学
だ
ろ
う
。

○
明
治
五
年

西
暦
一
八
七
二
年
。

○
郷
學

明
治
五
年
の
学
制
の
こ
と
。
小
中
大
の
学
校
を
各
区
ご
と
に
置
く
こ
と
を
定
め
た
。
こ
こ
で
は

○
恪
勤

職
務
に
忠
実
に
は
げ
む
。

○
如
一
日

十
年
一
日
。
長
い
間
、
同
じ
事
を
変
わ
る
こ
と
な
く
繰
り
返
す
こ
と
。

○
二
十
四
年

西
暦
一
八
九
一
年
。

○
藥
林
寺

○
塋

墓
。

○
明
治
庚
子

明
治
三
十
三
（
一
九
○
○
）
年
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
碑
文
名
】

飯
塚
庸
盟
先
生
が
残
さ
れ
た
仁
愛
の
徳
を
記
す
碑
。

【
篆
額
】

従
四
位
男
爵
安
藤
直
行
に
よ
る
篆
額
。

【
建
碑
の
企
て
と
碑
銘
撰
文
依
頼
】

飯
塚
庸
盟
翁
が
没
し
て
、
既
に
十
年
に
な
る
。

門
人
と
旧
友
達
が
相
談
し
、
庸
盟
翁
の
遺
徳
を
石
碑
に
記
し
て
永
遠
不
朽
の
も
の
に
し
た
い
と
考
え
、

私
に
そ
の
文
章
を
書
く
こ
と
を
依
頼
し
て
き
た
。

【
在
野
の
人
】

あ
あ
、
考
え
る
に
飯
塚
庸
盟
翁
は
、
無
位
無
冠
の
、
た
だ
の
在
野
の
人
で
あ
る
。
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そ
の
職
業
は
何
か
と
い
え
ば
、
郷
学
の
助
教
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
俸
禄
は
ど
の
程
度
か
と
言
え
ば
、
十
金
を
超
え
る
も
の
は
な
い
。

【
仁
徳
の
人
】

（
そ
の
よ
う
に
、
平
凡
な
翁
な
の
だ
が
）
門
人
や
旧
友
達
が
、
彼
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ず
い
つ
ま
で
も

慕
い
続
け
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

思
う
に
、
人
を
し
て
そ
の
名
を
不
朽
の
も
の
に
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
人
の
仁
徳
で
あ
る
。

も
し
も
仁
徳
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
ら
、
百
世
千
世
ま
で
も
そ
の
名
は
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

【
翁
の
人
と
な
り
】

私
は
こ
う
聞
い
て
い
る
、
飯
塚
庸
盟
翁
の
人
柄
は
、
穏
や
か
で
慎
み
深
く
、
控
え
め
で
お
と
な
し
か
っ

た
。名

誉
や
利
益
に
は
淡
泊
で
、
知
人
と
の
交
わ
り
に
お
い
て
手
厚
い
も
の
が
あ
っ
た
。

子
弟
に
対
し
て
は
、
善
に
導
い
て
倦
む
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
郷
村
あ
げ
て
、
彼
を
尊
敬
し
服
従
し
た
の
だ
っ
た
、
と
。

【
仁
徳
の
人
翁
と
大
官
富
商
と
の
隔
た
り
】

翁
が
没
し
て
十
年
た
つ
が
、
翁
の
残
さ
れ
た
仁
愛
の
徳
は
、
い
ま
だ
に
郷
村
の
人
々
の
心
の
中
に
残
り

続
け
て
い
る
。

世
の
い
わ
ゆ
る
「
大
官
富
商
」
と
称
さ
れ
る
人
々
は
、
生
前
は
そ
の
名
が
知
ら
れ
栄
誉
に
包
ま
れ
て
い

る
も
の
の
、
死
後
は
そ
の
名
を
聞
く
こ
と
も
な
く
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
薄
っ
ぺ
ら
の
か
り

そ
め
の
名
誉
を
か
ぶ
っ
た
連
中
と
、
遺
徳
が
い
つ
ま
で
も
伝
え
ら
れ
る
飯
塚
庸
盟
翁
と
は
、
天
地
ほ
ど
も

の
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

聖
人
君
子
、
学
徳
兼
ね
備
え
た
翁
こ
そ
、
そ
の
名
を
不
朽
に
伝
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
翁
の
行
状
を
書
き
記
す
。

【
翁
の
姓
名
、
出
自
】

翁
、
姓
は
飯
塚
、
諱
は
金
太
郎
、
庸
盟
は
そ
の
号
で
あ
る
。

武
蔵
国
、
北
足
立
郡
樋
爪
村
の
人
で
あ
る
。

家
は
代
々
農
業
を
生
業
と
し
て
き
た
。

【
学
問
志
向
】

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
心
ば
せ
は
高
い
も
の
が
あ
り
、
他
の
子
ど
も
た
ち
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

長
じ
る
と
、
苗
塚
村
の
小
堤
春
盟
に
就
い
て
、
学
問
と
書
法
を
学
ん
だ
。

【
卒
業
と
開
塾
】

学
業
を
終
え
る
と
、
郷
里
で
私
塾
を
開
き
、
子
弟
に
教
授
し
た
。

遠
近
か
ら
来
た
り
て
学
ぶ
者
が
、
数
百
人
に
お
よ
ん
だ
。

【
小
学
校
助
教
】

明
治
五
年
、
政
府
は
天
下
に
命
令
し
て
、
各
地
に
小
学
校
を
建
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

飯
塚
翁
は
選
抜
さ
れ
て
、
助
教
に
補
任
さ
れ
た
。

以
来
、
助
教
の
職
に
あ
る
こ
と
十
数
年
の
間
、
毎
日
変
わ
る
こ
と
な
く
職
務
に
忠
実
に
励
み
続
け
た
。

【
逝
去
】

そ
し
て
同
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
に
至
り
、
亡
く
な
っ
た
。

享
年
六
十
五
歳
。
朝
日
町
薬
林
寺
の
先
祖
の
墓
に
次
い
で
葬
ら
れ
た
。

【
跡
継
ぎ
】

長
男
の
秀
太
郎
が
、
飯
塚
家
を
嗣
い
だ
。
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【
門
人
に
よ
る
建
碑
主
唱
】

翁
の
遺
愛
碑
の
建
設
に
つ
い
て
、
そ
の
企
て
を
主
唱
し
た
の
は
、
山
崎
源
太
郎
君
と
白
根
三
蔵
君
で
あ

る
。
ど
ち
ら
も
飯
塚
翁
の
生
徒
で
あ
る
。

翁
の
教
え
を
受
け
た
弟
子
と
し
て
、
師
匠
の
名
に
恥
じ
な
い
行
い
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

【
記
事
】

明
治
三
十
三
年
庚
子
の
歳
五
月
、
安
井
朝
康
が
撰
文
し
た
。

成
瀬
清
が
書
し
た
。

西
直
□
が
雋
刻
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
之
一
四
○

足
立
郡
之
六

◎
樋
爪
村

「
樋
爪
村
は
村
民
或
は
二
十
九
村
と
記
せ
り
、
江
戸
よ
り
行
程
四
里
半
、
…
…
東
西
四
十
五
町
、
南
北
死

ヒ

ノ

ツ

メ

地
八
町
、
南
北
へ
貫
き
て
日
光
御
成
道
係
れ
り
」

：
寺
院

○
藥
林
寺

「
新
義
眞
言
宗
、
川
口
町
錫
杖
寺
末
な
り
、
璃
瑠
山
と
號
す
、
…
…
當
寺
は
古
は
芝
川
の
堤
外
に
あ
り
、

其
頃
は
大
伽
藍
な
り
し
が
、
天
正
年
中
岩
槻
落
城
の
時
落
人
共
來
り
し
に
よ
り
村
民
つ
ど
ひ
て
堂
宇
を
打

こ
ぼ
て
り
、
此
後
再
造
の
時
今
の
地
へ
移
せ
し
と
云
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
な
し

②
論
文
な
ど

・
な
し

以
上

二
○
二
五
年
四
月

薄
井
俊
二
訳
す


